
    

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

亀岡市立詳徳中学校 

１０月号  

令和６年１０月１日発行 

Q 話し合う内容を理解して、相手の考えを最後まで聞き、友達の考えを受け止めて自分の考えをしっかり伝えていましたか。

 

９月２６日(木)２７日（金）に開催しました文化祭は、全校生徒の力を結集し、まさに「文化の祭典」
の二日間でした。美術部,学習文化部,教科による作品展示、１・２年生のクラス合唱と学年合唱、３年
生の演劇、フィナーレには、吹奏楽部の演奏、３年生学年合唱、全校合唱で締めくくられ、全校生徒と
先生方のみんなが一つになれる、素晴らしい文化祭となりました。校区適正化に伴い、生徒数が増
え、体育館が狭く、保護者の方々には該当学年のみの参観となりました。また、生徒の移動経路確保
のため展示見学もしていただけず、大変申し訳なく思っております。翌日開催のカルチャーフェスティ
バルの実施や卒業 DVD に収録するなど、多くの方々に生徒の活動を参観いただけるよう、今後とも
工夫して参りたいと思います。  

 
二学期に入り、朝、校門前で登校指導していると、一人の生徒が「始業式の校長先生のお話しが

涙の話だったので、涙に関する問題です。」と声を掛けてくれました。「一生で流す涙の量はおよそど
れくらいだと思いますか。」との問いでした。さらに「答えは、６４リットルです。」と教えてくれたので
す。式辞の話に興味を持ち、気にとめて、自分なりに調べ、話し掛けてくれたことが、とても嬉しかった
のです。 
そして、偶然にもその週に次のような新聞記事に出会いました。「日本航空（ANA）が、海を高速

で泳ぐサメに学び、機体と空気の摩擦抵抗を減らす『サメ肌』の特殊フィルムを装着した航空機を就
航させた。抵抗を減らし、燃料効率（航空機 1 機につき年に 1%ほど）を向上させ、温暖化ガス排出
削減を目指す。」とのことでした。 
生物の形、機能などに学ぶ技術を「バイオミメティクス（生物模倣）」と呼ぶそうです。古くは、レオ

ナルド・ダ・ビンチが鳥の観察から飛行機を構想したところから始まり、蚊の吸血針から痛くない注
射針、ハスの葉のはっ水性をヒントにしたヨーグルトのフタなども挙げられます。その日の朝に、喜び
と共に、事実を詳細に正確に知ることの大切さや発展性を教えてもらったように思います。あわせて、
以前読んだ本のことも思い出しました。次の問いに解答してみてください。 

 ① 「世界の人口のうち、極度の貧困にある人の割合は、過去２０年でどう変わったでしょう？」 
「A：約２倍   Ｂ：あまり変わらない   Ｃ：半分」 

 ② 「自然災害で毎年亡くなる人の数は、過去１００年でどう変化したでしょう？」 
「A：２倍以上になった   Ｂ：あまり変わっていない   Ｃ：半分以下になった」 

③ 「世界中の１歳児の中で、なんらかの病気に対して予防接種を受けている子どもはどのくらい 
いるでしょう？」 
「A：２０％   Ｂ：５０％   Ｃ：８０％」 

正解は全て「Ｃ」です。何問正解できましたか。 
その本には、同様の問題が１３問あります。無作為に答えを選んだとしても、正答率は約１／３とな

るはずです。ところが、オンラインで１万２千人が解答したところ、正答率は約１６．６％という結果でし
た。この結果は、「常識だ」と考えているものの中に、さまざまなバイアス（先入観や偏見）がかかって
いることを表しています。そして、人間は１０の思い込みを本能的に抱えているとも記されています。そ
の本能の中には、「ネガティブ本能(否定的・消極的に考える)」「恐怖本能（現実よりも恐れる）」が
あります。この本能は、人間の脳に原因があり、狩猟採集民だった祖先の頃にはとても役立つもので
したが、現代人にとっては存在しない危険に怯えるといった悪影響を及ぼしているとされています。 
人は行動を起こそうとする時に、恐怖本能やネガティブ本能が邪魔をして、思い切った行動や挑戦

ができないことが多いのではないでしょうか。挑戦しようと思った時に弱気になったり、行動しようと
思った時に行動する勇気が生まれないことはありませんか。行動ができない時には、何が怖いのか、
何が心配なのか、事実や物事を詳細に分析し、「正確に事実を知ること」と「事実に基づいた真実を
知ること」が大切だと感じます。 
生徒の皆さんには、事実に基づいて真実を知り、「挑戦する心」を大切にしつつ「あきらめない心」

を持ち続けてほしいと心から願っています。 
 
教職に身をおく者には、励ましの声を掛けることにとどまらず、生徒たちがあきらめそうになった時

には原因や事実を共に追求し、挑戦することに尻込みしそうな時にはその時の気持ちをしっかりと受
け止めつつ、見通しを持って、挑戦する態度を育成することこそが求められていると思います。また、こ
のことは、子どもたちにとって身近な大人である保護者の皆様、地域の方々と共に育てていく必要が
あります。今後ともご指導ご協力の程、よろしくお願いいたします。          

                     校長 川口 研一 
                                            



 

               

 

 

   

 

                          

                           

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

                                                    

  

   

１０月行事予定 

１日 フッ化物洗口 

４日 英語検定 

 ８日 体育祭予行 フッ化物洗口 

１０日 体育祭 

１１日 体育祭予備 

１２日 口丹駅伝大会 

１３日～テスト前部活停止 

１５日 あいさつ運動 

１７日 定期テスト３① 

１８日 定期テスト３② 

花いっぱい運動(土出し) 

２１日 ３年生高校出前授業 

生徒会選挙告示(立候補受付開始) 

２２日 フッ化物洗口 

２３日 ３年生校内学力テスト③ 

２４日 中学校入学説明会（安詳小） 

２５日 中学校入学説明会（詳徳小） 漢字検定 

２８日 花いっぱい運動 

２９日 ２年生非行防止教室 

３年生進路用、卒業アルバム用写真撮影 

フッ化物洗口 

３０日 ４ｈ研究授業（該当クラスのみ授業） 

主な結果 
〇バスケットボール ・女子の部 優 勝 

・男子の部 第３位 

〇ソフトボール 優 勝 

○軟 式 野 球  優 勝 

〇ソフトテニス 

＊男子の部 

・団体 優 勝 

・個人 上級の部 第３位 楠瀬颯大・疋田和歩 

          第３位 中谷仁紀・横山翔吾 

     初級の部 優 勝 三木琉聖・中澤伶王 

          準優勝 荒谷利玖・田中敦貴 

＊女子の部 

・団体 優 勝 

・個人 上級の部 優 勝 石垣優衣奈・國嶋瑠愛 

          準優勝 本多華莉愛・小川陽葵 

          第３位 奥村灯里・春畑音絢 

          第３位 田原咲良・出口真帆 

     初級の部 優 勝 水谷愛唯・奥村美月 

９月 26 日(木)，27 日（金）に、文化祭を実施しました。１日目は３年生２クラスの演劇と１年生

学級合唱、２日目は３年生２クラスの演劇と２年生の学級合唱・吹奏楽部の発表を行い、その後、

全校合唱でフィナーレを飾りました。１，２年生は自分の教室で Zoom により鑑賞しました。２日

間に渡り美術部,美術科,学習･文化部,音楽科,国語科,家庭科,社会科の展示発表も行いました。 

９月 28 日(土)PTA 主催のイベント「詳徳中ｶﾙﾁｬｰﾌｪｽﾃ

ｨﾊﾞﾙ」が開催されました。文化系部活の発表の場とし

て吹奏楽部の演奏、美術部の作品展示、学習・文化部

のﾛﾎﾞｯﾄの実演を披露しました。また、各教科の学習

の成果としての作品を展示しました。多くの方のご来

場ありがとうございました。 


